
News77 号 

2021 年 11 月 18 日 

                                    

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

昨
年
５
月
か
ら
市
民
掲
示
板
に
掲

示
し
た
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ス
に

対
し
て
、
妨
害
落
書
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

６
月
に
な
る
と
小
金
井
市
か
ら
、

市
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
、
市
民

掲
示
板
は
政
治
活
動
で
の
使
用
は
禁

止
な
の
で
ニ
ュ
ー
ス
を
剥
が
す
よ
う

に
、
と
通
告
し
て
き
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
ス
に
「
憲
法
改
悪
反
対
」
や

「
安
倍
政
権
は
退
陣
を
」
と
い
う
ロ
ゴ

が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
市
民
掲
示
板
設

置
要
綱
の
「
政
治
活
動
で
の
使
用
は

禁
止
」
規
定
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

私
た
ち
は
チ
ラ
シ
規
制
の
こ
の
規

定
こ
そ
、
憲
法
や
地
方
自
治
法
に
違

反
し
て
い
る
の
で
削
除
す
べ
き
と
主
張

し
、
話
し
合
い
を
求
め
ま
し
た
。 

現
在
、
話
し
合
い
が
続
い
て
い
ま
す 

 

昭
和
47
年
に
革
新
市
政
下
で
市

民
が
自
由
に
使
え
る
市
民
掲
示
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
掲
示
板
の

設
置
目
的
は
、
要
綱
第
１
条
で
「
市
民

の
自
由
な
意
見
交
流
の
た
め
す
べ
て
の

市
民
が
自
由
に
使
用
で
き
る
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
は
設
置
要
綱
に
チ
ラ
シ
規
制

の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

の
市
報
で
も
市
民
掲
示
板
に
は
「
保
育

所
を
つ
く
っ
て
」「
公
衆
浴
場
を
確
保
し 

チ
ラ
シ
の
掲
示
規
制
は
憲
法
・法
令

違
反
の
恐
れ
あ
り 

み
な
さ
ん
は
小
金
井
市
内
に
１
０
０
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
市
民
掲
示
板
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

い
ま
こ
の
市
民
掲
示
板
の
チ
ラ
シ
規
制
問
題
で
、
昨
年
５
月
か
ら
市
民
団
体
と
行
政
の
間
で
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
本
ニ
ュ
ー
ス
で
も
連
続
し
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
の
主
張
と
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま

す
。 地

方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
小
金
井
市
政
の
憲
法
感
覚
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

が
平
行
線
で
す
。 

こ
の
間
の
一
連
の
公
開
質
問
状
や 

 

発
端
は
チ
ラ
シ
へ
の
妨
害
落
書
き 

市民掲示板のチラシ規制は憲法・法令違反 

市民掲示板規制問題 
報告集会 

 

日にち：11月 28日（日） 

時間：10時～12時 

場所：上の原会館 AB会議室 

主催：ピースアクション実行委 

連絡先：内田 090-3813-7739 

◆昭和 50年当時の市民掲示板 

設置を記録した 16 ミリフィルム 

も上映します 

〈連絡先〉 

090-1548-6014 (陣内) 

 090-3813-7739 (内田) 
heiwa.koganei@gmail.com 

〈発行〉 

 

問われる西岡小金井市政の人権保障感覚 

当
初
は
市
民
が
自
由
に
使
え
る 

市
民
掲
示
板
だ
っ
た 

 

【
こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】 

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
の
「
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
や
二
〇
一
五
年
三
月
七
日

の
「
小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保

障
法
案
に
反
対
す
る
た
め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

駅
頭
宣
伝
活
動
や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政
権
の

「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め

に
連
続
し
た
多
彩
な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

市
の
回
答
文
書
な
ど

は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

よ
う
」
「
米
価
値
上
げ
反
対
」
な
ど
市

政
、
国
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
ま
で

多
種
多
様
な
ポ
ス
タ
ー
が
掲
出
さ
れ

て
い
る
、
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
市
報
３
７
９
号
昭
和
５０
年
８
月
５

日
） さ

ら
に
当
時
の
永
利
（
な
が
と
し
）

市
長
は
テ
レ
ビ
の
座
談
会
で
「
私
は
性

善
説
に
立
っ
て
い
る
。
市
民
掲
示
板
の

取
り
扱
い
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
任

せ
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
（
昭

和
50
年
Ｎ
Ｅ
Ｔ
テ
レ
ビ
八
木
治
郎
シ

ョ
ー
） 

チ
ラ
シ
の
掲
示
規
制
が
な
か
っ
た
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

  

し
か
も
こ
の
と
き
の
要
綱
改
正
起
案

に
は
、
改
正
理
由
の
記
述
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

地
方
自
治
法
２
４
４
条
３
項
で
は
住

民
が
「
公
の
施
設
」
を
利
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
同
14
条
２
項
で
は
「
市
民
の
権

利
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、

法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

く
ほ
か
、
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
市
は
、
市
民
掲
示
板
は
「
公

の
施
設
」
で
は
な
く
、
要
綱
で
独
自
に
運

用
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
改
正
理

由
の
記
述
の
な
い
起
案
も
問
題
な
い
、

と
回
答
し
て
き
ま
し
た
（２
月
５
日
）。 

で
は
、
憲
法
21
条
の
表
現
の
自
由
の

人
権
保
障
を
独
自
に
要
綱
で
規
制
で
き

る
と
い
う
「
法
令
上
の
特
別
の
定
め
」
を

示
し
て
欲
し
い
、
と
質
問
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

西
岡
小
金
井
市
政
の
こ
の
憲
法
感

覚
・
地
方
自
治
法
の
理
念
に
背
く
こ
の

認
識
こ
そ
が
問
題
の
核
心
で
す
。
私
た

ち
は
引
き
続
き
話
し
合
い
を
要
求
し
て

い
き
ま
す
。  

 

（貫
井
北
町/

内
田
） 

と
こ
ろ
が
保
守
市
政
に
変
わ
る
と

平
成
７
年
、
設
置
要
綱
に
「
営
利
・
政

治
・
宗
教
活
動
で
の
使
用
は
で
き
な

い
」と
禁
止
規
定
を
入
れ
た
の
で
す
。 
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